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無理だと思っていた。今は、介護記録も自分で記入している。 

・利用者に新聞を読んでほしいと言われたことがあったが、「私も目が悪くて、メガネを忘れてしま

って、見えないの」と言って乗り切った。日本語が読めないというと、信用を失う気がした。 

・日常会話などには全く困らないが、もっと上手な話し方を身につけたい。これから仕事をする人

は、まず、初対面の利用者に丁寧に挨拶するための日本語が覚えられるとよい。 

・言葉の壁は大きい。ニュアンスも違うので難しい。スタッフにも、利用者にもどのように表現し

て良いか悩むことがある。 
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５ 自己研鑽、キャリアアップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修＞ 

・勤務先の訪問介護事業所では、数日間の研修があり、有給で参加させてもらえる。 

・移動介助、接遇マナー研修などがグループホーム内であり、必ず参加することになっている。 

・派遣の人に対する研修はない。ただし、系列施設での相互研修がある派遣会社もある。派遣の場

合、いろいろな施設に行くこと自体が勉強になる。同じデイサービスでも業務内容が施設ごとに

違う。レクリエーションで利用者が楽しんでいるのを見ると、そういうアイデアが参考になる。

自分でどうやるか考えるようになる。同じ施設で働いているとルーティンワークを繰り返し、何

かを改善しようというモチベーションがなくなるのではないか。 

・研修はない。ミーティングは月１回あるが、外国人は誘われない。本当は参加したい。折角雇わ

れているのに、私たちの気持ちを聞いてもらうことがない。それでも、仕方ないかなと我慢して

いる。 

 

＜ホームヘルパー２級講座＞ 

・勤務先の特養では、最初はリーダーが一緒にやって、いろいろ教えてくれる。以前学んだことで

は、ヘルパー２級講座の「ビジネスマナー」が役立っている。時間を守ることなどを習った。 

・ヘルパー２級講座の知識や経験がいま役立っている。利用者の病気やその対応など、不明なこと

があると、社内や自宅でインターネットを使って調べている。 

・ヘルパー２級の実習などで、目隠しをして街を歩いたりしたことがあったが、そういった研修や

学びを通して、障がい者の気持ちにも寄り添えるようなった。資格を取るときにいろいろ勉強で

きたことが良かった。 

 

◆職場研修は、実施している職場と、していない職場に分かれた 

◆ホームヘルパー２級講座の内容や、これまでの勤務経験を活用している回答

者が多い 

◆ほとんどの回答者が、「このまま介護職を続けたい」と思っている 

◆介護福祉士の資格を取りたい回答者は多いが、日本語の読み書きがネックに

なっている 
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＜経験の蓄積と工夫＞ 

・人の動きを見ながら自分で覚えた。一番勉強になったのは、特養での仕事の経験。特養で仕事を

した後にグループホームに移るといいと思う。 

・現在の訪問介護の仕事が天職と思っているが、現在があるのは、グループホームでの経験がある

から。グループホームの仕事は、多様な利用者に同時に対応する勉強ができる。 

・中学の頃、母国で、母と一緒に寝たきりの祖父の介護をしていた。そのときの経験と知識が今役

立っていると思う。 

・自分のできること、スキルは全て、介護の仕事に活用できると思う。今の利用者のところには毎

回、iPadを持参している。「歌を歌いましょうか」となった時、日本の歌がよくわからないので、

You Tube で調べている。利用者の好きな歌を飽きるまで繰り返す。映像も出るし、非常にいい

おもちゃとなっている。折り紙をしたい時も、字が分からないときも、私に欠けている日本の文

化的な知識は iPad が手伝ってくれて、仕事がこなせる。今の利用者が昔、外国に住んでいて話

の幅が広い方なので、iPadがあると、話のネタが尽きない。 

 

＜資格、キャリアアップ、将来の夢＞ 

・ガイドヘルパーの資格が取りたい。利用者から買い物に一緒に行きたいと言われたのに、自分に

資格がないために同行できないのが辛かったため。さらに、社会福祉士へとステップアップした

い。夢としては、外国人のための施設をつくりたいと思っている。 

・今後、子どもが大きくなったら、更に勉強して上に行きたい。介護福祉士受験は実務経験が３年

以上必要なので、今は実績を積みたい。将来は、お金がない人も入れるグループホームのような

施設を母国につくりたい。 

・いろいろな経験を積んで、まず、日本語能力検定１級を取り、その後介護福祉士、ケアマネージ

ャーなどを目指したい。 

・認知症患者に対しての対応スキルを高めたい。今の利用者も認知症の方なので、たとえば、「まだ

ご飯食べていない」と言われれば、「そうですか。ご飯炊き忘れてしまって、今、スイッチを入れ

ますからちょっと待ってくださいね」と相手に穏やかに対応している。他の認知症の方には対応

が変わるはずなので、それを学びたい。 

・病人の対応、病気について、もっと勉強したい。そのため、病院の仕事を来月から始めようと考

えている。 

・これからも介護職を続けていく。勉強して介護福祉士の資格も取りたいと思うが、漢字も勉強し

ないといけないし、まだまだだと思う。 

・仕事は続けたいが、母国にいる認知症の父の面倒を見ないといけない。 

・自分で介護記録の記述ができるようになりたい。 
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６ 外国人が介護職を続けていくために  

 

 

 

 

 

 

(1) 介護施設や関係機関への要望 

＜職場のリーダー、同僚の皆さんへお願いしたいこと＞ 

・施設の責任者の方などが、初めに、外国人の介護者のことを従業員や利用者などにきちんと説明

して、私たちを理解してもらうための環境づくりをしてくれると良い。言葉が分からないことも

あるから、同僚に分かりやすく説明するなど配慮してもらえると助かる。 

・最初に、外国人のスタッフがどのように動けばいいのか丁寧に説明があると良い。特に、利用者

と外国人スタッフの間に立って、うまく利用者の気持ちをつかんでなじむようにサポートするス

タッフがいればいいと思う。 

・外国人は日本語や習慣など分からない部分もあるので、少し我慢して、ゆっくり教えてほしい。

時間が無くても、やさしい言葉遣いをしてもらえると助かる。 

・職場のミーティングに外国人スタッフも参加させてほしい。 

 

＜会話集・単語帳とトラブル対応マニュアル＞ 

・利用者と初めて会うときに使える丁寧な言葉の会話集があるとよい。また、服装を派手にしない

こと、香水を使わないこと、爪を切ることなど、身だしなみについて、事前に介護職希望者に伝

えられるとよいと思う。 

・事故やトラブル対応のマニュアルがあるととても助かる。また、毎日使う介護の言葉を単語だけ

でも教えてほしい。マニュアルや資料は振り仮名付きのわかりやすい日本語だとうれしい。英語

だったら、もっと助かる。 

 

＜就職後の相談先＞ 

・外国人スタッフは日本人の考え方が分からないので、就職後、問題が起きたとき相談できるとこ

ろがあると良い。外国人スタッフの不安や悩みを施設に伝え、それを改善につなげていけるよう

な立場の人や相談先があれば、外国人はもっと幸せに仕事できるのではないかと思う。 

・インターネットなどで外国人が相談できるところがあるとよい。たまに自分のところに相談の電

話などがかかってくる。「ヘルパーの勉強をしたいけど、どうすればいいのか」とか、夜中に「利

用者をトイレに連れて行ったら、転んでしまった。レポートにどう書けばいいのか」などいろい

ろある。Facebookなどで情報交換できると、遠慮なく相談ができてよいのではないか。 

 

◆外国人スタッフが職場に入ったときに、同僚や利用者とうまくやっていくた

めの環境づくりをしてほしいとの回答が多かった 

◆介護の「会話集」「用語集」「フリガナつきの作業マニュアル」があるとよい

という要望がある 

◆外国人にとって、相談にのってくれる人の存在が大事である 

◆介護現場での従事のコツを会得している外国人の発言は端的で貴重である 



41

 
 

(2) 介護の仕事に関心がある外国人への助言 

＜コミュニケーションの充実＞ 

・基本的なコミュニケーション能力が大事。信頼を得るために利用者の目をみて、同じ目線で話す

ことが大事。覚えてくれていた訳ではないが、10年会っていなかった利用者にまた会えたときは、

嬉しかった。 

・ヘルパーが不安な顔をしていると、利用者にも不安が伝わってしまうから、気をつける。 

・結局、どの国であっても人間と人間だから同じ。優しくされると人はうれしいもの。初めは受け

入れてくれなくても、優しく接することを継続していれば、いずれ受け入れてくれる。 

・大切なのは笑顔。笑っても一日、怒っても一日。笑った方が仕事が軽くなる。 

・とにかく、利用者とのコミュニケーションが大切。できるだけ、明るく振る舞う。つまらなくて

も、なるべく頻繁にコミュニケーションを図ると、利用者もいろいろなことを思い出し、病気に

も良い。おじいちゃんたちは戦争のことをよく話す。 

・たとえ利用者から嫌われても、「ちゃんとやっているから大丈夫だよ」と、広い心、やさしい気持

ちを持つことが大切だと思う。 

 

＜高齢者への配慮＞ 

・介護の仕事は、お年寄りが好きなら誰でも続けられると思う。好きでないと続かない。（複数） 

・お年寄りを理解できない人には難しい。皆、病気があるので我儘でしつこい、何を言っているか

分からない。そういった利用者を理解し、合わせることが必要。 

 

＜日本語の勉強＞ 

・日本語だけは、しっかり勉強して、丁寧な言葉を覚えて、漢字が書けなくても話したり、コミュ

ニケーションがきちんととれるようになると良い。何かあったら、きちんと謝ったり、お礼を言

ったりすることが大切である。 

・日本語の勉強を続けること。「下手でも大丈夫」と周囲から言われても、言葉遣いは大事。特に相

手が認知症であっても、丁寧語で話すことが大事。 

・日本語・漢字を勉強した方がいい。 

・働く上で日本語は必要。相手はお年寄りだから、お年寄りとコミュニケーションが取れることが

大事。 

 

＜知識習得の必要性＞ 

・資格をとることは大事。 

・対応している利用者の病気のことなどの勉強を続けること。 

・ホームヘルパー２級取得が終わりではなく、その先にも勉強することがいろいろある。 

・知識が大事。よく、介護職の人が腰を痛めると聞くが、予防知識があれば防ぐ事ができる。介護

の仕事をしていくためには、体を鍛えるための運動も必要。 

・「つらい事があっても、とにかく勉強しなさい」と言いたい。経験を積めば、後で、自分の要望や

条件に合った仕事を選択できるようになる。 

 

＜心構えなど＞ 

・外国人・日本人にかかわらず、自分の能力にあった介助をする。日本語に自信がなく、尻込みし
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ている人がいるが、まじめさや一生懸命さで言葉は補える。日本語が得意ではない友人も、２年

も介護の仕事を続けている。大切なのは、言葉ではなく、気持ちだと思う。 

・介護は、「やってみないと分からない、やってみたら好きになる、不安はあるだろうが、やってみ

たらついつい頑張りたくなる」と言いたい。 

・一番大事なのは仕事が好きであること。仕事を汚いと感じるようだったら、この仕事はできない。

血を見るのがいやとか臭いがいやだと続かない。気が短い人は向かない。 

・仕事に対する情熱さえあれば、仕事自体はそんなに難しくはない。 

 

(3) その他のコメント 

・来日してから、日本人はどんな仕事も誇りを持って行い、周囲もそれに対し尊敬の気持ちを持っ

ているからこそ、日本が素晴らしい国になったのであり、まさに「職業に貴賎なし」だと分かっ

た。しかし、中国系の人は、職業に階級があると思っている人が多く、日本人に比べて、介護の

仕事を低く見る傾向がある。友人たちは、私が介護の仕事をしていることを信じられないと言う。

そうした考えを変えるためには、あなたの国はそう考えるかもしれないけど日本は違うという教

育が必要。介護は新しい分野で、これからもっとニーズが拡がる重要な仕事である。低いレベル

の仕事ではないことを外国人にもっと伝え、影響力のある人たちによって、多くの外国人を、す

ばらしいヘルパーにする道を敷いて欲しい。 

・定住外国人を含め、日本には、介護従事者の候補者がたくさんいるのに、なぜ EPA で海外から

エリートを連れてきたいのか理解しにくい。EPAのプログラムは、莫大な資金を使って訓練して

いるが、難しいと思う。 

・日本に住んでいる外国人に、学校教育の段階から介護の仕事を紹介するのも良いと思う。介護人

材の確保について、新しい仕組みを作った方が良い。就職する段階になっている人だけを対象と

するのではなく、中学生、高校生にも声をかけて講習をしたり教育をしたら良い。日本語ができ

る若い人が候補として適任だと思う。 

・この先、日本はますます高齢社会になり、介護のニーズは高くなる。しかし、日本人の若い人は

介護の仕事をすぐにやめてしまう。フィリピン人の友人で介護の仕事をしている人はうまくやっ

ている。フィリピン人の他の友人にも介護の資格を取り、介護の仕事をすることを勧めている。 

・外国人で介護職に就きたい人は、自分一人ではなく、友人をつくって、就職後も情報交換できた

ら、心強いと思う。 

・ホームヘルパー２級を持っているフィリピン人は何百人もいるが、経験がないため、介護の仕事

につけない者が多い。記録をつけることができないからか、施設に入った後に仕事のやり方を教

えてもらえないからか、うまくいかなくてすぐ辞めてしまったり、施設を変わったりする人も多

いように思う。一方、頑張っても給料が上がらなかったり、なかなか休めない状況でも、仕事が

好きで続けている人たちもいる。 

・先輩、後輩のコミュニケーションやシェアリングが大事だと思う。80年代に労働者として来日し

た外国人の中でも、他のアジアの国よりも、フィリピン人がホームヘルパー２級の資格を多くと

っている。しかしながら、言葉の壁などで、介護現場で働けていない人は多い。仕事を持ってか

らも、記録を作るのに、介護用具の名前が分からないといって、私に電話で相談してくるフィリ

ピン人もいる。職場でそのくらい質問できないのかなと思う。フィリピン人は、お年寄りの話を

一生懸命聞く気持ちがあり、世話好きな人が多いので、介護の仕事には向いていると思う。 
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７ 外国人住民への介護 
 

 

 

 

 

 

・ある中国帰国者のお年寄りの男性が脳溢血で倒れ、半身不随となってしまい、奥さんが在宅で介

護をしている。ご本人たちは、老人ホームやデイサービスを利用できることすら全く知らない状

況。老老介護で奥さんは疲れて心がクタクタになっていた。みんなで集まって話をした際に、「区

役所に行ってみてください」とか「地域ケアプラザにケアマネージャーという人がいるから相談

してみてください」等のアドバイスをしたところ、老健のデイケアに週２回通うようになった。

奥さんは、この２日間は体と心が休まると言っている。高齢者福祉のサービスを外国人対象者に

きちんと伝えていく仕組みが必要。一世の人たちは中国語が読めないので、直接説明をしに行か

ないと無理。読めないし、読む時間もない。読みたくない人もいる。日本語ができても歳を取っ

たら忘れるし、中国語もしばらく使わないと忘れてしまう。たまり場があれば意見交換できるが、

できない人もたくさんいる。それが課題だ。 

・介護制度ができてから 10 年以上経つのに、中国帰国者は、寝たきりとか半身不随になって、認

定は下りても、サービスを受けていないケースをよく聞く。理由は言葉の壁を越えられないこと

が一番大きい。例えば、ある方は生前一人暮らしで訪問ヘルパー制度は利用していたが、どんな

食事・料理を作ってほしいかをヘルパーが尋ねても言葉が通じないため、依頼ができなかった。

結局毎日、同じものばかりを食べていた。その人は、「中国に帰りたい」とずっと言っていた。別

のケースでは、中国帰国者を高齢者施設に入れたところ、言葉ができないから言いたいことが言

えず、施設の中に居場所を見い出せず、孤独だったため、結局、また自宅に戻ってきてしまった。 
・デイサービスに行きたくないといつもさぼっていた中国帰国者一世の方がいるのだが、その施設

で中国人のパートの女性が働き始めたら、「通うのが楽しくてしょうがない」と言って、通うよう

になった。 

・外国人が集まって会を作って、歳をとった時に生じる問題や、そのときに利用できる制度を知っ

ておく場があるとよいのではないか。日本人もそうだが、介護保険のことなど自分が受けられる

サービスを知らない人が多い。新しい住民登録の制度を説明する会合などで、老後や介護の話も

できるのではないか。 

・現在 70 代のベトナムの人たちは、寒いときはベトナム、暖かくなると日本に戻るという人や、

長くベトナムに帰る人が多い。50代のベトナム人は、日本の暮らしの方に慣れているので、日本

に残って、福祉のお世話になることになるのではないか。 

・フィリピン人は、高齢になったら、国に帰る人が多いと思う。 

・今後、南米出身の高齢者も増えると思うが、施設には入れず、家族で面倒をみる人が多いのでは

ないかと思う。または、帰国するのではないか。ペルーはデイサービスの仕組みや老人ホームは

なく、看護婦を雇って、住み込みで面倒をみてもらう仕組み。日本で働いて親の看護費を仕送り

しているケースもある。 

◆日本の介護制度について、外国人住民に分かりやすく説明していく必要がある

◆外国人高齢者にとって、高齢者施設の利用はハードルが高い 

◆同国人による介護サービスを受けたい外国人もいる 
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資料 参考教材など 
 

＜ホームページ＞ 

●「日本語でケアナビ」（日・英／日・インドネシア） http://nihongodecarenavi.jp 
制作・運営：（独法）国際交流基金関西国際センター  

内容：看護・介護の分野で働く人たちのための、日本語‐英語、日本語‐インドネシア語の辞

書機能を中心にした日本語教育支援ツール。 
 
＜書籍等＞ 

 ●『外国人のための看護・介護用語集―日本語でケアナビ 英語版』 

  作成：（独法）国際交流基金関西国際センター 

  出版：凡人社 / 価格：2,205円 

  内容：看護・介護の基本的な専門用語とともに、仕事で必要な患者・利用者との会話、声かけ

表現、同僚との間で行われる連絡や引継ぎなどのコミュニケーション表現を数多く取り

上げ、約2,500の語彙や表現を収録。 

 

●『外国人介護職員受入マニュアル』 

  内容：外国人を受け入れている担当者が執筆し、外国人介護福祉士候補者を受け入れる際の準

備、日本語教育などの具体的な内容をまとめている。 

『英語版介護福祉士資格取得教材』 

 内容：介護福祉士試験対策の入門的参考書「介護福祉士ポイント集中レッスン」（技術評論社）

を出版社の協力で英訳した教材。 

  作成：静岡県健康福祉部 

入手先：静岡県社会福祉施設経営者協議会（担当：天野） TEL:054-254-5231 
※外国人を介護職員として雇用している（又は雇用を予定している）施設・事業所、

介護職を目指す外国人、関係機関に無償配布。 

 

●『やさしい日本語版 介護福祉士新カリキュラム学習ワークブック』全 5冊 

  作成：静岡県健康福祉部 

  内容：外国人介護福祉士候補生のためにつくられた教材。試験によく出る単語と初級語彙を使

い、本文の全ての漢字にルビが振られているので、自立学習も可能な教材となっている。 

  入手先：（社福）聖隷福祉事業団 人材開発部EPA担当 TEL:053-413-3376 
      ※介護福祉士国家資格の取得を目指す外国人を介護職員として雇用している（又は雇

用を予定している）施設・事業所に無償配布。 

 

●『介護の言葉と漢字ハンドブック』他（英語・ポルトガル語・インドネシア語） 

  作成：（一社）国際交流＆日本語支援Y http://kknihongo-y.com/publish.html 
出版：（社）国際厚生事業団（JICWELS）/ 価格：840円～2,100円 

内容：外国人介護士が日本語（漢字）を学ぶための漢字用語集。辞書として利用できるハンド

ブックと、書き取りの練習ができるワークブックやドリルなど数種類ある。 
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●『介護のための日本語テキスト（日本語・ポルトガル語・スペイン語・英語対訳単語集込み）』 

別冊・中国語対訳単語集つき 

作成：（公財）浜松国際交流協会  

入手先：（公財）浜松国際交流協会 TEL: 053-458-2170 
価格： 1,000円（送料込・別冊付き） 

 

●『介護スタッフのための声かけ表現集―JAPANESE FOR CARE WORKERS KOEKAKE PHRASES サービ

ス日本語 介護スタッフ編』 

作成：岡部 麻美子, 向井 あけみ, 鎮目 怜子 

出版：JALアカデミー / 価格：1,995円 

内容：日常生活の介助の基本である「移動・食事・排泄・衣類着脱・身体清潔」を取り上げ、

場面ごとの、介助の手順に沿った声かけ表現を日本語と英語で解説。 

 

●『専門日本語入門 場面から学ぶ介護の日本語 本冊』 

作成：（財）海外技術者研修協会 （現：（財）海外産業人材育成協会） 

出版：凡人社 / 価格：3,465円 

内容：中級を修了した学習者、介護現場での就労を志す日本語学習者が、介護の入門的な語彙

表現や運用能力を習得することを目的とした教材。翻訳ノート(スペイン語・ポルトガ

ル語・英語・インドネシア語)やことば(インドネシア語)、漢字などの補助教材は凡人

社のホームページから無料でダウンロードが可能。 

http://www.bonjinsha.com/senmon-nihongo 
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